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めくばーる生涯学習課　　☎２２ ‐ ２７８０

コスモスプラザ公民館　　☎４２ ‐ ６６４３

新
成
人
集
ま
れ
！

祝　

成
人
式

日
時　

１
月
14
日
（
祝
）

受
付
９
時
30
分
～　

開
式
10
時
～

会
場　

め
く
ば
ー
る
町
民
ホ
ー
ル

対
象　

原
則
と
し
て
町
内
在
住
の
昭
和
62

年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
63
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
新
成
人
の
み
な
さ
ん

※
新
成
人
の
み
な
さ
ん
に
は
ハ
ガ
キ
で
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。（
11
月
末
に
筑
前

町
に
住
民
票
が
あ
る
人
）

※
小
・
中
学
校
時
代
に
筑
前
町
に
居
住
し
、

現
在
転
出
し
て
い
る
人
で
、
筑
前
町
の
成

人
式
に
参
加
を
希
望
す
る
人
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

問
合
先　

め
く
ば
ー
る
生
涯
学
習
課

ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す

筑
前
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

家
庭
部
会
講
演
会

日
時　

１
月
26
日(

土)　

14
時
～
16
時

（
受
付
13
時
30
分
～
）

会
場　

コ
ス
モ
ス
プ
ラ
ザ
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

演
題　
『
こ
ど
も
の
心
に
愛
の
貯
金
を
!!

心
の
対
話
を
大
切
に
』

講
師　

丸
山　

美
恵
子
さ
ん

※
託
児
あ
り
（
無
料
・
１
月
18
日
（
金
）

ま
で
に
要
予
約
）

問
合
先　

コ
ス
モ
ス
プ
ラ
ザ
公
民
館
・
め

く
ば
ー
る
生
涯
学
習
課

ロ
ボ
ッ
ト
工
作
教
室　

参
加
者
募
集

　

ロ
ボ
ッ
ト
が
動
く
原
理
を
、
自
分
で
作

り
な
が
ら
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
光
で

走
る
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
と
、
音
に
反
応
し
て

歩
く
メ
デ
ュ
ー
サ
Ⅱ
を
２
回
に
分
け
て
作

り
ま
す
。
連
続
教
室
な
の
で
、
２
回
と
も

参
加
で
き
る
人
を
募
集
し
ま
す
!!

日
時　

２
月
９
日
（
土
）
10
時
～

２
月
16
日
（
土
）
10
時
～

会
場　

め
く
ば
ー
る
学
習
館　

視
聴
覚
室

対
象　

町
内
在
住
の
小
学
５
～
６
年
生

募
集
人
数　

先
着
20
人

参
加
費　

３
百
円

問
合
先　

め
く
ば
ー
る
生
涯
学
習
課

自
分
で
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
ろ
う

パ
ソ
コ
ン
教
室
受
講
生
募
集

コ
ー
ス
・
期
間

①
初
心
者
じ
っ
く
り
ワ
ー
ド
コ
ー
ス
（
基

本
操
作
か
ら
初
級
程
度
）

２
月
～
３
月
の
毎
週
水
曜
日
（
計
６
回
）

②
初
心
者
じ
っ
く
り
エ
ク
セ
ル
コ
ー
ス

（
基
本
操
作
か
ら
初
級
程
度
）

２
月
～
３
月
の
毎
週
木
曜
日
（
計
６
回
）

③
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
て
み
よ
う

（
基
本
操
作
か
ら
活
用
ま
で
）

２
月
の
毎
週
火
曜
日
（
計
４
回
）

時
間　

午
前
の
部
10
時
30
分
～
12
時
30
分

午
後
の
部
19
時
30
分
～
21
時
30
分

受
講
料　

①
②
４
千
円
・
③
３
千
円

（
テ
キ
ス
ト
代
別
）　

申
込　

１
月
８
日
（
火
）
か
ら
定
員
に
な

り
次
第
〆
切

問
合
先　

コ
ス
モ
ス
プ
ラ
ザ
公
民
館

め
く
ば
ー
る
学
習
館

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
室
の
利
用
調
整

　

め
く
ば
ー
る
学
習
館
で
は
、
利
用

希
望
が
多
い
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

室
」
に
つ
い
て
、
平
成
20
年
度
の
利

用
希
望
日
時
の
調
整
を
行
い
ま
す

の
で
、
希
望
さ
れ
る
人
は
１
月
18
日

（
金
）
ま
で
に
生
涯
学
習
課
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

め
く
ば
ー
る
生
涯
学
習
課

ご
注
意
く
だ
さ
い

筑
前
あ
さ
く
ら
農
協
の

役
場
総
合
支
所
窓
口
を
閉
鎖

　

長
い
間
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
し

た
、
筑
前
町
の
指
定
金
融
機
関
「
筑
前
あ

さ
く
ら
農
協
」
の
役
場
総
合
支
所
の
窓
口

が
、
平
成
20
年
３
月
末
日
で
閉
鎖
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
税
な
ど
の
収
納
事
務
は
、
総
合

支
所
隣
の
農
協
三
輪
支
店
の
金
融
課
窓
口

で
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
税
な
ど
の
納
付
に
つ
い
て
は
、

筑
前
町
が
指
定
し
て
い
る
次
の
金
融
機
関

の
各
支
店
で
も
お
支
払
い
い
た
だ
け
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
福
岡
銀
行　

●
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行

●
筑
邦
銀
行　

●
筑
後
信
用
金
庫

●
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
郵
便
局
）

●
筑
前
あ
さ
く
ら
農
協

１月の納税

国民健康保険税（第８期）

町・県民税（第４期）

納期限・口座振替日　１月 31 日（木）

（ご注意）口座振替日の前日から当日にかけて、
指定口座に残額がないか、残額が税額に満たな
い場合は、税金の引き落としができません。

Information

た
か
ん
な
句
会

落
葉
掃
く
老
の
肩
に
も
ま
た
一ひ

と

は
ト
葉

選
者　

桑
野
見
山
子

亡
き
友
の
句
集
の
名
に
も
石つ

わ路
の
花

熊
本
つ
や
女

ほ
ほ
笑
め
る
遺
影
に
手
向
く
菊
の
花

松
尾　

初
美

溜
池
に
紅
葉
の
影
を
揺
ら
す
鳥

松
尾　

澄
月

石
路
咲
い
て
篁
た
か
む
ら
み
ち
経
を
点
す
ご
と

鬼
塚　

道
端

初
時し
ぐ
れ雨
裾
に
従
へ
由
布
の
岳

石
橋　

代
子

葬
列
に
紅
葉
照
り
葉
も
く
す
み
た
る

広
瀬
ノ
ブ
女

冬
紅
葉
夕
日
に
燃
ゆ
る
里
静
か

久
保
山
加
津

狭さ
に
わ庭

に
も
狭
庭
に
適か
な

ふ
紅
葉
か
な山

本
ま
さ
女

ひ
ば
り
野
句
会

冬
ざ
る
る
水
車
に
昭
和
の
音
残
し

　
　

外
園　

威
雨

冬と
う
て
ん天

の
何
処
に
酌
め
り
酒し
ゅ
せ
ん
ろ
う

仙
老

　

大
山　

好
春

宝
蔵
の
彩
り
南
京
枦は
ぜ
も
み
じ

紅
葉

西
山　

光
法

初
霜
や
記
す
日
記
の
冒
頭
に

山
田　

栄
子

珍
ら
し
き
鳥
来
て
千
両
食
み
尽
し行

武
恵
知
子

木
の
葉
散
る
水
車
は
水
を
吐
く
ば
か
り

矢
野　

米
子

曲
屋
の
切き
り
は
り
し
ょ
う
じ

張
障
子
縁
会
話

砥
綿　

撫
子

天
高
し
古
処
紫
の
風
か
る
し

井
上
と
わ
子

黙
祷
に
師
の
温
顔
や
帰
り
花

谷　

登
代
子

鍵
屋
作
り
暮
し
を
今
に
縁
小
春

金
子
し
げ
子

小
春
の
日
ゆ
っ
く
り
廻
し
ゐ
る
水
車

斉
田
日
奈
江

生
き
て
ゐ
る
ご
と
く
枯
葉
の
転
が
り
し

原　
　

民
枝

拾
ひ
来
し
か
ら
た
ち
の
実
の
香
り
し
て

於
保　

幸
女

炭す
み
が
ま竈
は
郷
土
の
遺
産
鼬
い
た
ち

棲
む

山
田　

昭
廣

筑
前
文
芸

　

か
つ
て
、
畑
島
の
田
ん
ぼ
の
土
手
に
塚

が
一
つ
あ
り
、
昔
か
ら
「
タ
ッ
チ
ョ
塚
」

と
し
て
、
土
地
の
人
々
に
恐
れ
ら
れ
て
き

ま
し
た
。

　

昭
和
61
年
、
こ
の
「
タ
ッ
チ
ョ
塚
」
周

辺
を
工
事
中
、
小
さ
な
か
め
の
中
か
ら
人

間
の
頭
の
骨
が
出
土
し
ま
し
た
。

　

調
べ
て
み
る
と
、
石
臼
を
台
座
に
墓
石

を
建
て
、　

墓
石
に
「
南
無
地
蔵
菩
薩
」「
安

永
三
年
（
一
七
七
四
年
）
九
月
吉
辰
施
主

真
鍋
氏
」
と
あ
り
ま
し
た
。

　

塚
は
村
の
墓
地
か
ら
一
人
離
れ
、
寂
し

く
埋
葬
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
す
。

　

か
め
の
中
に
頭
骨
の
み
と
い
う
の
は
異

常
で
す
し
、
墓
石
に
石
臼
と
加
工
し
て
い

な
い
自
然
石
を
転
用
す
る
と
い
う
の
も
通

常
の
葬
法
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

「
タ
ッ
チ
ョ
」
と
は
断
腸
、
つ
ま
り
何

ら
か
の
理
由
で
切
腹
さ
せ
ら
れ
、
介

か
い
し
ゃ
く

錯
さ

れ
た
人
の
首
塚
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
、
お
墓
は
出
土
地
の
東
百
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
離
れ
た
、
古
く
か
ら
の
地
蔵
堂
に

安
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
塚
と
地
蔵
堂
は

本
来
一
体
の
も
の
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

さ
て
、
三
牟
田
村
に
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ

た
塔
が
建
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
塔
は
宝ほ

う

き
ょ
印い

ん
と
う塔

と
い
い
、
供
養
の
た
め
の
も
の

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

塔
の
台
座
に
、「
庚
辰
大
火
〇
〇
月
文

政
三
稔
」
「
施
主　

金
子
市
治　

多
田

〇
〇
‥
‥
」
と
し
る
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
江
戸
時
代
の
文ぶ

ん
せ
い政

三
年

（
一
八
二
〇
年
）
に
村
で
大
火
事
が
あ
り
、

多
く
の
死
者
が
出
た
の
で
し
ょ
う
。

　

塔
は
、
金
子
市
治
と
多
田
〇
〇
と
い
う

人
が
供
養
の
た
め
に
建
て
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
記
録
に
残
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
古
老
が
伝
え
る
火
事
の
話
と

一
致
し
ま
す
。

（
教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
課
）

26
タ
ッ
チ
ョ
塚
と
宝
き
ょ
印
塔

畑島のタッチョ（断腸）塚


